
                                    

 

 

 

 

 

2025 年 1 月 29 日（水）に今年度環境保全研修会の第 2 回目を、会場での受講と ZOOＭ 

を活用してのオンラインと同時開催で実施いたしました。 

内容としては、「化学物質管理」をテーマに横浜国立大学上席特別教授 三宅淳巳名誉教授 
から「事故・災害時の化学物質管理とリスクマネジメント」と題して、産業保安の最新のト
ピックス、NATECH（自然災害によって引き起こされる産業事故）研究プロジェクト、また
環境社会リス対応ガイドライン等について解説いただきました。また、（一社）神奈川県高圧
ガス保安協会 からは「化学物質管理のしくみが変わります！」と題し、労働安全衛生法の関
係政省令が 2024 年 4 月に改正されたことをうけた「新たな化学物質管理の概要」について
解説いただき、受講者の皆様から高評価をいただきました。この研修会は、環境実務担当者
として活躍されている方向けに他社の取り組みなどの情報収集を図る機会として最適な内容
の研修会となっております。また、今回の講義内容については、Youtube 動画での提供にも
対応しておりますので、是非ご活用ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

    日時：2025 年 1 月 29 日（水） 13：30～16:30 

会場：波止場会館 5 階 多目的ホール  

受講者数：会場受講 21 名、オンライン受講等 22 名  (全会員事業所) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

【受講者からの感想・ご意見】 ＊アンケート結果から抜粋しています。  

◦少し遠い話かなと思って聴講していたが、聞いていくうちに理解しやすくなっていった。非常
に参考になった。 

◦事故・災害（特に化学物質、有害物質）発生による環境へのリスクについて今まではあまり深
く考えていませんでしたが、環境への大きな汚染対策も考慮する必要があるとあらためて痛
感しました。 

◦自然災害と人為災害による化学物質管理については、管理は非常に難しく、災害時まで漏洩を
想定していなかった為、あらためて考えさせられた。 

◦もう少し化学物質寄りの話が聞けると良かった。 

 災害等に対する考え方は理解できたがなかなか企業活動に直結させづらい。 

◦自社においても昨年の改正安衛法による化学物質の管理に対応するべく管理者をたて外部業者
の協力のもとリストアップ及びリスク管理を開始したばかりで非常にタイムリーな内容でし
た。 

◦リスクアセス対象物の数が大幅に増えることへの対応には非常に苦慮しています。 

◦既に対応済みだが作業者のように実際に使用する人まで理解できるように仕組み作りで実施し
ていきたいと思った。 

2024 年度環境保全研修会（第 2 回） 
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